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こ
の
条
例
は
、
平
成
十
六
年
か
ら
検
討
を
始
め
、
提
言
書
や
骨
子
な
ど
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
説
明
会
を
経
て
、
議
会
の
意
見
も
反
映
し
て
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
に
制

定
し
ま
し
た
。

平
塚
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
日
ご
ろ
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
様
々
な
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
日
々
の
活
動
の
中
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
、
自
治
の
仕
組
み
な

ど
を
、
条
例
と
い
う
形
で
明
文
化
し
た
も
の
で
、
平
塚
市
の
自
治
の
基
本
を
定
め
た
も
の
で
す
。

自
治
の
基
本
は
情
報
共
有
と
参
加
、
協
働

”幸
せ
に
暮
ら
す
ま
ち
“

へ
の
仕
組
み
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す

平塚市自治基本条例の全文は、ホームページ（http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/cherter/）や公民館 
でご覧になれます。 

の
中
で
、
市
民
、
議
会
、
行
政
が
、

お
互
い
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

情
報
を
共
有
し
、
参
加
と
協
働
に

よ
っ
て
自
治
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
平
塚
市
と
し
て
の
自
治
の

基
本
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
た
め

「
条
例
」
と
い
う
形
で
明
文
化
し
、

法
規
範
と
し
て
定
め
る
こ
と
に
し

た
も
の
で
す
。

自
治
基
本
条
例
は
ほ
か
の
自
治

体
で
も
制
定
が
進
め
ら
れ
、
現
在
、

平
塚
市
の
自
治
の
基
本
ル
ー

ル
と
な
る
こ
の
条
例
は
、
様
々

な
条
例
や
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

な
ど
、
具
体
的
な
施
策
を
行
っ

地
方
分
権
が
進
み
、「
国
と
自
治

体
は
上
下（
主
従
）の
関
係
」
と
い

う
時
代
か
ら
、「
国
と
自
治
体
は
、

対
等
、
協
力
の
関
係
」
と
い
う
時

代
に
変
わ
り
ま
し
た
。

社
会
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、

自
治
体
に
は
「
自
己
決
定
、
自
己

責
任
」
に
よ
る
自
治
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
域
で
生
活
し
て
い
く

う
え
で
の
様
々
な
課
題
を
、
自
ら

解
決
し
、
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会

を
つ
く
ろ
う
と
、
自
治
会
な
ど
の

活
動
を
は
じ
め
、
多
種
多
様
な
市

民
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

活
動
意
欲
や
参
加
意
識
の
高
ま
り

全
国
で
約
六
十
の
自
治
体
が
制
定

し
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
内
で
も

す
で
に
川
崎
市
、
大
和
市
、
愛
川

町
が
制
定
し
、
神
奈
川
県
を
は
じ

め
藤
沢
市
や
茅
ヶ
崎
市
、
寒
川
町

な
ど
が
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

て
い
く
際
の
方
向
性
を
定
め
て

い
る
た
め
、
ほ
か
の
条
例
や
規

則
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
を
尊

重
し
整
合
を
図
り
な
が
ら
策

定
・
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ

の
条
例
は
い
わ
ば
、
わ
た
し
た

ち
の
ま
ち
平
塚
の
”憲
法
“と
い

え
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
で
あ
る
、
市
民
、
議
会
、
行

政
で
、
こ
の
条
例
を
大
事
に
守

り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
条
例
で
は
、
市
民
の

「
参
加
」
と
市
民
、
議
会
、
行
政

に
よ
る
「
協
働
」、
そ
し
て
、
参

加
と
協
働
の
前
提
と
な
る
「
情

報
共
有
」
を
自
治
の
基
本
原
則

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、

計
画
の
段
階
か
ら
情
報
を
提
供

す
る
な
ど
、
情
報
の
共
有
を
進

め
て
い
き
ま
す
。「
審
議
会
な
ど

の
委
員
の
市
民
公
募
」、「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き
」

な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
政

策
の
立
案
か
ら
実
施
、
評
価
ま

で
の
各
段
階
に
参
加
す
る
た
め

の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
い

条
例
体
系
や
計
画
体
系
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

「
市
民
が
幸
せ
に
暮
ら
す
ま

ち
”ひ
ら
つ
か
“」
に
向
け
て
、

一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

市民のみなさんが『まちはわたした
ちのもの』という認識を高め、積極的
にまちづくりにかかわっていただきた
いという思いから、自治の基本理念と
まちづくりの指針を定めることが大切
だと考えてきました。このことから自
治基本条例制定への思いは強く、作る
過程も市民の自治力を高めることにつ
ながるように、市民、学識経験者、市内
の団体など多くの方々に参加していただきました。
この条例には、「自らのまちは自ら治める」という原則が
根底に流れています。その意味で、今後、自治組織や市民
活動団体、企業などが、日常生活を支える自治の担い手と
なって、地域を盛り立ててほしいと思います。市民、議会、
行政が、それぞれの特性や役割をいかして対等な立場で
連携し、協力してまちづくりを進めていきましょう。
今よりも市民ひとりひとりの力が発揮されるよう、この

条例に掲げられた様々なルールを基に、わがまち平塚を輝
かせていきたいと考えています。

市長 大藏律子

まちはわたしたちのもの

自治基本条例により… 自治基本条例により… 自治基本条例により… 自治基本条例により… 自治基本条例により… 
今まで以上に、市の事業の計画策定から実施まで、
様々な段階で市民のみなさんがまちづくりにかかわ
ったり、地域の課題について主体的に取り組んだり
することができます。

・計画の段階から意見を
表明できます。
・審議会などに市民のみ
なさんが参加できます。

・市民のみなさんはまち
づくりの主体です。
・議会、行政と市民が役割
を分担して、まちづく
りに取り組みます。

情報の共有

市民の参加

協働のまちづくり

・計画の段階から議会、行
政が情報を提供します。
・市民が情報を得やすい
環境にします。

【馬入花畑の会】馬入・光と風の花づつみで花づくりをしています。丹精に管理してきたコスモスが今年も畑一面に咲きました。

こ
の
条
例
を
今
後
い
か
し
て

い
く
た
め
に
、
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の

第
一
弾
と
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
市
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
四
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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